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Abstract : Finely ground wood waste that has been compressed into hard pellets may be a useful SQurce 

of bioenergy， 8.g.， as fuel for pellet stoves. A questionnaire about pellet stoves was administered at a pellet 

stove exhibition near Kiyosato， Japan. The 8UYVey results indicated that people were very interested in 

pellet stoves but did not wish to use them in their daily lives. 1¥江O1'eOV81'， the 四 spondentsdid not under-

stand the relationship between the pellet fuel and forests 

Pellet consumption was predicted based on the value of used-oil consumption in the Yamanashi a四aof 

Japan.ln the near future， plans are in place to import 1.000 pellet stoves into this area. We calculated how 

many pellets would be 1'equi1'ed to 1'un 1，000 pellet stoves fo1' a given period of time. The results indi阻ted

tha七theraw material from logging residue and mill-waste would be enough to produce pellets for use in 

1，000 pellet stoves in the Yamanashi area 

要旨.木質パイオマスエネルギーの利用方法として木質ベレットによるベレットストープの普及が考えられる。

ベレットストーフ展示会に来場した人を対象にベレットストープに関するアンケートを行った。その結果、関

心は高いが普及にはつながっていないこと、ベレットストーフが森林・林業と結びついていないことが判明し

た。また、山梨県地域における灯油消費量から、灯油ストープを代替した場合に必要とされるべレット消費量

を推察した。その結果、山梨県全域で消費されるべレットは林地残材や製材所廃材などで対応できるととが推

察された。
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1 はじめに

数年前より森林の有効利用や地球温暖化防止、化石資

源代替エネルギーi原として木質パイオマスのエネルギー

利用(以下、パイオマスエネノレギーと格)が脚光を浴び

てきており、特に木くずなどを高温・高圧化で固化させ

た木質ベレットに対する関心が高まっている。木質ベレッ

ト(以下、ベレットと略)は 1976年に米国で開発nさ

れ、 1970年代のオイルショックを契機に、日本でも灯

油代替燃料として導入されたが、その後の原油価格低下

に伴い利用や生産が激減した。しかし、欧州ではその後

もベレットの利用に関する取組みが行われ、 2004年で

は主要な欧州諸国におけるべレット生産量は460万t" 

にまで達しており、一部では供給不足ともまで言われて

いる。日本でも再びベレットの優位性について認識され

るようになり、ベレットや木質ベレットストーブ(以下、

ベレットストーブと路〕などがバイオマスエネルギーの

フラグシップとして多方面で取り上げられるようになっ

た。しかし、日本におけるべレットの生産量は 2003年

現在で2，500t程度3)であり、ベレットやベレットストー

ブについての関心は高いものの、本格的な普及にまで至っ

ていない。

筆者はベレットやベレットストーブに関する理解を深

めてもらうため、山梨木質ノミイオマス利用研究会が主催

したベレットストーブ展示会に参加し、市民への普及促

進活動を行った。本報では、展示会に来場した一般市民

に対してベレット等に関するアンケートを行い、その関

心などについて調査を行い、各穏統計資料などを交えな

がら今後山梨県地域での普及などについて検討を行った。
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2 調査・解析方法

2004年に清呈地域において、ベレットストーブ展示

会を山梨木質バイオマス利用研究会が2回主催した。そ

の際、それに参加し、来場者に任意のアンケートを依頼

し@]答を得た。また、日本において現行で必要とされる

燃焼機器の性能などから山梨県地域でベレットストーブ

を導入した際の各種シュミレーションを試みた。

3 結 果

3-1 市民のベレットストーブ岨への関心について

表Iにアンケ トを配布した会場で展示したベレット

ストープの台数と大まかな来場者数を示す。今聞の調査

結果における有効回答数47であった。まず、図1にペ

レットストーフの感想について示す。「関心を持ったの

でもう少し検討したい」という回答が60%を占め、「あ

まり関心がないJという回答4%を大きく上回り、ベレッ

トストーブへの関心の高さがうかがえた。しかし、「是

非導入したいというJ回答は17%であり、「関心=導入」

へとは結びついていない状況が示された。

図2にベレットストー 7の関心の対象について結果を

示す。「木を使うところが良い」や「環境対策に貢献して

いる」が29%および27%を占めており、木を燃料とす

ることに対して肯定的な意見が聞かれた。また、燃料と

なるべレットの入手に対する不安は8%であった。図3

にベレットストープの今後の展開についての回答を示す。

「環境対策として推進して欲しいjという回答が48%も

あり、ベレットストーブへの関心は環境との関心と密接

に結びついていることが推察された。一方、「森林が多

いので山梨県地域には適している」という回答は31%

に止まり、現状ではベレットの利用は森林との結びつき

よりも環境対策として捉えられていると恩われる。

一方、ベレットやストーブの品質や価格などに対する

不安も 17%あり、特に「ベレットはどこで作られている

のか」や「山梨県にはベレット製造工場があるのか」と

いった意見がアンケートとは別に多く寄せられた。この

ことは、地域でベレット生産することへの期待と受け止

めることができる。ベレット生産に関する意見l土、今回

のアンケートに限られたことではなく、イベントを開催

するごとに毎回必ず来場者から寄せられる。今回のアン

ケート結果には数値として盛り込まれていないが、市民

は地元の地域材を用いて生産されるべレットに対して強

い関心を抱いていることは特に明記しておく必要がある。

表1 ベレットストーブ展示会開催概要

回 開催日数 来場者数 展示台数"

第 l回

第2回

3日

2日

約2日日人

約2C日人

1) :木質ベレット床暖房γステム1式含む

今ある薪ストー7や
石油ストーブなどと
入れ昔えてみたい

是非、導入してみたい

その他

図1 ベレットストーブの感想

ペレッ卜の入手が不安だ

虫が昆えるところが
良い

図2 ベレットストーブの関心の対象

その他

9台

12台

している

図3 ベレットストーブの今後の展開について
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山梨県地域におけるべレット自給率につ

いての試算

3-3 

山梨県地域における世帯毎による灯油ストーブの使用

数や年間消費量に関する統計資料がないため、石油情報

センタ が発行している平成 14年度灯油消費実態調査

ωを用いてこれらの推定を行った。この調査報告による

山梨県地域での家庭用灯油l世帯当たりの月別使用量を

表3に示す。また、灯油の月別使用量と年間平均気混と

の関係を図4にまとめてみた。

ところで、 2006年 1月現在で、山梨県地域において

ベレットストーブを販売・施工している民間企業に聞き

取り調査を行ったところ、これまでに約 30台程度が販

売され、これら以外にも何台か設置されているとの乙と

である。正確な台数は不明であるが、現時点において約

50台程度設置されている可能性が高い。これまでベレッ

トストープの展示を通じて広く市民に紹介を行ってきた

が、山梨県地域ではベレットストープへの関心は高まり

つつあり、本格的な普及を前にして徐々に導入が進んで

いるものと思われる。

家庭用灯油1世帯当たりの月別使用量

咽
民
嵐
官
一
同
町

他の月と比較して 6~9 月は消費量が少なく、また月

別使用量と年間平均気温との間には負の相関が認められ

た。後述するが家庭における灯油の使用目的には暖房以

外のものも含まれていることから、 6~9 月間の消費は

暖房用以外の日常的な灯油消費と仮定し、年間の暖房用

使用量を下記から推算した。

暖房用灯油消費量二

年間総消費量 (6 ~9 月分消費量)-(6~9

月分平均消費量)x 8ヶ月

その結果、暖房用として年間382Lの灯油が消費され

ると推算古れた。なお、平成 14年度灯油消費実態調査

では、家庭暖房用燃料として、灯油、プロパンガスおよ

び電気を調査対象としており、幻油を家庭用暖房器具と

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年間賠十平均

量52.445.2 39.8 37.2お.637.661.8担8109.8118.7116.2 96.5 832.7 69.4 

4日

山梨県地域の灯油月別使用量と年間平均気温
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一般住宅における必要な熱量について

ベレットストーブを普及させる方法として、新築時に

予めベレットストーブを設置する組込型と既存暖房器具

の代替の 2つに大別できる。そこで、今凹は後者の場合

について、特に化石資源を燃料とする幻泊ストーブの代

替を検討した。検討にあたり、ストーブを設置する住宅

内の場所として、連続した6畳間と 8畳間の居室二部屋

を合わせて暖房する己とを仮定した。表2に山梨県地域

における年間気象について示す。屋外の真冬の最低(極)

気温が 10'C近くになることから、想定する一般住宅を、

木造住宅一二葉窓ー断熱材の厚さ 50mmとした。暖房

器の必要熱量についてであるが、室内暖房の目安として

JISを参考にしたそれよりも若干高めの数値を慕準値唱

として使用した。今回想定した環境下での必要熱景とし

て基準値の 330kcal/hー景を用いた。従って、 6畳間

と8畳間を1時間暖房するには4，620kcal必要となるが、

現在市販されている暖房効率85%程度の国産ベレット

ストーブで中程度の暖房能力があれば十分対応できると

恩われる。また、ベレットの熱量を 4，200kcal/kgとす

れば、己の熱量を得るには 1時間あたりに約1.3kgの

ベレットが必要となる。

3-2 

山梨県地域における年間気象表2

甲府地方気象台 河口胡地方気象台

月平均最高最低最高極最低極平均最高最低最高極最低極
4 15.2 21.5 10.1 28.1 4.8 11.1 17.1 6.1 24.8 -0.2 
5 18.2 24.1 14.0 32.3 10.4 13.7 19.2 9.0 27.4丘9
6 21.7 27.5 17.3 32.5 11.8 17.1 22五 12.728.4 8.7 
7 27.1 32.6 23.3 36.8 19.9 23.5 28.6 19.5 31.9 16.3 
8 27.1 33.3 22.9 37.6 16.4 22.6 28.1 1且532.0 14.9 
9 22.1 27.3 18.5 35.0 12.3 17.5 22.5 13.9 29.6 5.5 
10 1ι4 22.7 11.5 29.7 2.3 12.5 18.5 7.6 26.2 -1.0 
11 8.4 14.6 3.2 18.8 -1.4 4.8 10.9 -0.6 17.2 -4.8 
12 4.2 9.0 0.0 14.3 -5.6 1.1 5.8 -3.0 13.7 -9.4 
1 2.1 7.6 -2. 7 12.6 -7.3 -1.5 4.1 -6.9 9.0 -11.7 
2 5.1 11.1 0.2 17.7 -4.5 0.6 6.2 -3.7 15.0 -9.4 
37.0 12.8 1.8 21.7 -4.4 2.5 乱2-2.3 1且9 -8.4 

平成J.1年4月~平成15年3月までの温度('C)



132 山梨県森林総合研究所研究報告恥25(2日06)

しているのは調査世帯の 79.5%で、それ以外の用途は

台所用および風呂用であった。そこで、平成14年度の

山梨県地域の世帯数314，507世帯吋〉ら、灯油暖房器具

の使用世帯数を250，033世帯と推定した。さらに、同年

度 岡地域における家庭用灯油1世帯当たりの消費量

832.71，"より、年間消費量を 20.8X10'kLと推算した。

ちなみに、平成 14年度の山梨県における灯油販売量"

は23.8X10'kLであった。

今後10年間で山梨県地続に1，000台のベレットストー

7を普及させる計画があるが、ここで A市をモデノレに

ベレットストープが導入された場合を想定する。平成

14年度における A市の世帯数を 10，962世帯ぺ上記と

同様に 79.5%が灯油を家庭用暖房器具として使用して

いたとすれば、その世倍数は 8，714世帯となる。また、

山梨県地域の各市町村の灯油を家庭用暖房器具を使用す

る世帯数に応じて平均的にベレットストープが代替され

たと仮定すると、同市には 34台が設置されることにな

る。

ここで、灯油の熱量を 8，900k阻1/1，とすると、灯油

による 1世帯当たりの年間暖房用熱最は 340x 10' kcal 
となり、全量をベレットで代替すれば1台当たり 688

kg必望書になる。なお、山形県では年間975kg使用した

との調査事例8)がある。この 34台のベレットストーブ

が稼働した場合、地域全体で年間23.4tのベレット需要

が生じる。国内におけるべレット製造工場からの聞き込

み謁査によれば、ベレット 1t 造粒に必要な原木は 3~

5n/とされている。現在、想定されているベレットの原

料は、林地残材や製材所由来の木くずである。そこで、

必要とするベレット原料を 46.8もとし、 A市における

べレットの自給率について検討した。 A市における林

地残材の賦存量は 157.0t/年で利用可能量は 10.1t/年、

同様に製材所廃材のそれは309.2t/年と 24.7t/年ωなの

で、両排出源からの利用可能量は 34.8t/年となる。ベ

レット 1t造粒に原木が2t必要と仮定すると、 A市で

は需要の約74%を自給できることとなる。同様に、山

梨県地域全体とした場合、利用可能な林地残材と製材所

廃材の総計は 1，739.1t/年"とされており、ベレットス

トープ 1，000台が稼働した際に必要な 1，376tをこれら

から自給できるものと推察される。

4 考 察

前出のアンケート結果では、ストーブへの関心は高い

ものの、それが実際の普及には結びついていないことが

推察された。平成14年度灯油消費実態調査では、家庭

用暖房器具の燃料を変更した調査結果も報告されており、

「灯油」から「他の燃料」への変更理由として「安全

衛生面を考えて変えた」が最多を示し、逆に「他の燃料」

から「灯油」の場合では「価格が安いものへ変えたjが

最多を示した。つまり、灯油ストー7からの代替を戦略

とする場合、木質ベレットは灯油と異なり森林・天然由

来の燃料であるなどを全面に押し出すことがベレットス

トープの一つの普及効果につながるものと思われる。一

方、ベレットの価格は灯油よりも安価に設定しなければ

消費者は再び灯油ストープを利用する可能性がある。

平成17年12月における山梨県地域における灯油底頭

181，の価格は 1，250円叩である。前出で想定した居室二

部屋を暖房するためには4，620kcalが必要なので、暖房

効率85%の灯油ストーブでは約0.61L必要となり価格

は42.4円となる。一方、ベレットでは約1.3kg必要な

ので、 32.5円/kgであれば灯油と同等の価格となる。

つまり、製品単価を 32.5円とするならば、製造コスト

はさらにこれ以下にしなければならないことになる。前

節では山梨県地域に必要となるべレット全量を林地残材

と製材所廃材からで製造できると試算されたが、山梨県

全域に分散・分布しているこれらの原料を如何に安価に

集積させられるかがベレットの価格にも大きく影響する

ものと思われる。灯油ストープとは異なる特徴を持ち、

市民の関心も高いベレットストープではあるが、単なる

幻油ストーブの代替として普及促進を行っても、ベレッ

トストープ本体の価格は高額であり、捜突設置工事費な

ど初期諸費用もかかるため、灯油とベレットとの価格差

だけを強調しでも広範囲にわたる導入は難しいと思われ

る。しかし、ベレットの利用が地域環境保全や森林資源

の活用へとつながり、化石資源を使わない新しい生活様

式の一つであるなどの概念は、現在の貨幣経済下では換

金することができない「価値」と見なすことができる。

この概念への理解と暖房という実利とが結びつけば、単

なるコストだけの世界から解放されるものと恩われる。

そのためにも、より多くの市民への「パイオマスエネル

ギ 」普及促進は極めて重要である。
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間1 ベレットストープの感怨をお荷かせ下さい。

1 :是非、導入してみたい

2 関心を持ったので、もう少し検討してみたい

3 :今ある薪ストーブや灯油ストープなどと入れ替え

てみたい

4 :あまり関心がない

5 :その他(

悶2 ベレットストーブのどんなところに関心がありますか

(3つまでご回答ください)

1 :木を使うところが良い

2 :環境対策に貢献している

3 :本体価格が安いところが良い

4 :本体価格が高いところが悪い

5 :ベレットの価格が安くて良い

6・ベレットの価格が高くて悪い

7 :灰や煙が心配だ

8・ベレットの入手が不安だ

9 :灯油や薪の方が便利だ

10 :炎が見えるところが良い

11:環境対策につながってない

12 暖かいから良い

13 :その他( ) 

間3 どのベレットストーブ・コーナーに関心を持たれましたか

〔複数回答可)

(略)

問4 パイオマスエネルギーやベレットスト}プの今後について

1 :環境対策として推進して欲しい

2 :森林が多い山梨県地域には適していると思う

3 :ベレットやストーブの品質や価格などが心配だ

4 :あまり関心がない

5 :木質パイオマスやベレットは相応しくない

6 その他( ) 

間5 このイベントを何で知りましたか

(略〕


